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令 和 ４ 年 １ 月 3 1 日 

復 興 庁

第 32 回地域復興マッチング「結
ゆい

の場
ば

」（福島県）開催報告

第 32 回地域復興マッチング「結の場」につきまして、福島県の被災地域企業を対象としたワークシ

ョップを以下のとおり開催いたしましたので、ご報告いたします。 

＜開催概要＞ 

■ 第 32 回地域復興マッチング「結の場」（福島県）

１．日時： 令和３年 11 月 11 日（木） 13:00～16:00

２．形式：オンライン会議（ＺＯＯＭを使用）

３．主催： 復興庁

４．共催： いわき商工会議所、相馬商工会議所、玉川村商工会、好間町商工会

５．後援： 福島県、福島県商工会議所連合会、福島県商工会連合会、独立行政法人中小企業

基盤整備機構東北本部 

６．参加： 被災地域企業 13 社 支援提案企業 34 社 （別紙参照） 

■ ワークショップの様子

今回のワークショップにつきましては、新型コロナウイルス感染症対策のため、オンライン形式

で実施しました。開会に先立ち、西銘恒三郎復興大臣のビデオメッセージによる挨拶が行われまし

た。大臣からは、多くのマッチングが成立し、福島県のおいしいものが全国に届けられる一助とな

ることへの期待が述べられました。 

今年度からの新たな取り組みとして、水産・食品加工・観光を主なテーマとした上で、自社商品

の PR 等オンラインで活発な意見交換が行われました。 

被災地域企業は福島県内の広域から申し込みがあり、販路拡大や売上の拡大を模索する食品

製造加工、販売事業者を中心に合計 13 社が参加されました。また、支援提案企業については、

食品関係の流通・卸企業を中心に合計 34 社に参加いただきました。 

(参加企業の声) 

◆風評被害にコロナが被さっており、外的要因で観光業として苦しい立ち位置となっておりま

す。そこを打開できるようなメニューがあれば良いと思います(被災地域企業)

◆１つの商材だけではアピール力が弱くても、コラボレーションという形で魅力的な商品になると

感じる場面が多々ありました(支援企業)

西銘大臣の開会挨拶    各企業がオンラインで参加    福島会場から参加の被災地域企業 

＜支援提案の状況＞ 

記 者 発 表 資 料 





3 
 

 

参加企業・団体（五十音順） 

 

 

【被災地域企業：13 社】 

1 （資）旭屋 2 いわきオリーブ（株） 3 （株）いわき市観光物産センター 

4 （有）おのづか食品 5 （資）カネキ商店 6 （株）川俣町農業振興公社 

7 （株）こぶしの里 8 （有）長久保食品 9 （同）はまから 

10 （株）ホップジャパン 11 （株）マルリフーズ 12 
（特非）みどりの杜福祉会いわき

ワイナリー 

13 山田屋醸造     

 

【支援提案企業等：34 社】  

1 
（株）あおいビジネスソリュ

ーションズ 
2 

イオンスーパーセンター

（株） 
3 （株）いちい 

4 （株）epoc トレーディング 5 （株）NTT ドコモ 6 エコ．エイドジャパン（株） 

7 （株）大田花き 8 カゴメ（株） 9 キリンビール（株） 

10 （株）グローバルフーズ 11 
（株）三陸コーポレーショ

ン 
12 （株）食一 

13 
（株）JR 東日本サービスクリ

エーション 
14 （株）ＪＴＢ 仙台支店 15 ジーエフシー（株） 

16 （一社）全国農協観光協会 17 （株）ソウゾウ 18 （株）丹青社 

19 
（独）中小企業基盤整備機構

東北本部 
20 テルウェル東日本（株） 21 （株）東急エージェンシー 

22 （株）東急ストア 23 日本航空（株） 24 （株）西原商会 

25 羽田市場（株） 26 日建リース工業（株） 27 
（株）百戦練磨・（一社）日本ファ

ームステイ協会 

28 ホシザキ東北（株） 29 （株）マルト 30 三井住友海上火災保険（株） 

31 （株）無洲 32 ヤマト運輸（株） 33 リンベル（株） 

34 （株）LIXIL     

 

 

別  紙 


